


監査委員
小髙　良則　議員
平成18年初当選
現在５期目

議会運営委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
　山口　孝弘　　　丸山わき子　
加藤　弘、小髙　良則、桜田　秀雄、
木村　利晴、角　麻子、山田　雅士、
木内　文雄　　　　　　　　 （９名）

文教福祉常任委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
小澤　孝延　　　木内　文雄

委員の氏名（左から）
林　修三、京増　藤江、木内　文雄、
小澤　孝延、木村　利晴、小髙　良則、
小向　繁展（撮影日当日欠席）　（７名）

広聴広報特別委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
栗林　澄惠　　　京増　藤江

委員の氏名（左から）
小菅　耕二、新見　準、京増　藤江、
山田　雅士、栗林　澄惠、小澤　孝延、
角　麻子、小川　喜敬、小髙　良則（９名）

総務常任委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
石井　孝昭　　　小川　喜敬

委員の氏名（左から）
丸山わき子、林　政男、小川　喜敬、
新見　準、石井　孝昭、鈴木　広美、
栗林　澄惠　　　　　　　　 （７名）

経済建設常任委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
山田　雅士　　　桜田　秀雄

委員の氏名（左から）
小菅　耕二、加藤　弘、桜田　秀雄、
山田　雅士、角　麻子、山口　孝弘
　　　　　　　　　　　　　 （６名）

議会改革特別委員会
委員長　　　　　副委員長　　　
石井　孝昭　　　木内　文雄

委員の氏名（左から）
新見　準、丸山わき子、小澤　孝延、
木内　文雄、山口　孝弘、石井　孝昭、
林　修三、小川　喜敬、栗林　澄惠（９名）

市議会が新体制になります市議会が新体制になります
９月定例会最終日（10/1）に各常任委員会等の改選が行われました。
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議 会 の 新 体 制



８
月
臨
時
会
の
主
な
議
案

通
学
路
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

議
案
第
２
号

一
般
会
計
補
正
予
算

道
路
整
備
事
業
費
１
億
円
の
増

　

通
学
路
の
安
全
確
保
を
行
う
た
め
、
道
路
整
備
工
事

費
と
し
て
、
１
億
円
の
増
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費
等 

�

１
千
７
０
０
万
円
の
増

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
、
交
通
安

全
対
策
用
消
耗
品

購
入
費
と
し
て
１

千
７
１
２
万
３
千

円
の
増
額
補
正
を

し
ま
し
た
。

発
議
案
第
４
号
・
第
５
号

飲
酒
運
転
撲
滅
等
と
交
通
安
全
対
策
に

�

お
け
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

本
市
で
発
生
し
た
下
校
途
中
の
小
学
生
が
飲
酒
運
転

の
ト
ラ
ッ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
死
傷
し
た
事
故
に
つ
い

て
、
再
発
防
止
の
た

め
に
国
・
県
に
も
協

力
を
い
た
だ
く
た
め

の
意
見
書
を
議
員
発

議
し
ま
し
た
。

�

（
要
約
を
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

�

９
月
定
例
会
の
主
な
議
案

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

議
案
第
16
号

一
般
会
計
補
正
予
算

八
街
市
が
ん
ば
る
中
小
企
業
等 

�

支
援
事
業
費
１
億
６
千
万
円

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
売
上
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者

等
に
対
し
、
事
業
継
続
を
目
的
に
１
事
業
者
に
つ
き
10

万
円
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
観
光

課
（
電
話
４
４
３

－

１
４
０
５
）
へ
。

第
一
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
の
整
備
費 

�

３
千
万
円

　

課
税
課
、
市
民
課
な
ど
、
市
民
が
訪
れ
る
機
会
が
多

い
第
一
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
の
感
染
症
対
策
調
査
の
結
果

に
基
づ
き
、
待
合
室
や
通
路
、
執
務
室
の
改
善
を
図
り
、

換
気
効
率
の
向
上

や
空
間
の
確
保
を

す
る
こ
と
に
よ
り

感
染
拡
大
の
防
止

を
図
り
ま
す
。

人　
事

議
案
第
１
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

八
街
市
砂

　

鈴
木　

慶
夫
（
す
ず
き　

み
ち
お
）
氏

議
案
第
２
号

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　

八
街
市
朝
日

　

橋
爪　

通
代
（
は
し
づ
め　

み
ち
よ
）
氏

議
案
第
15
号

監
査
委
員
の
選
任

　

小
髙　

良
則　

議
員

▲通学路の安全確保が
望まれている。　

左　千葉県生活安全・　　　　
有害鳥獣担当部長　　

右　八街市議会議長　鈴木広美

▲二州小に導入された
スクールバス。　

▲現状の第一庁舎１階フロア
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議 案 の 内 容



総

務

総

務

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　

地
方
交
付
税
が
２
億
円
の
増
額

の
原
因
は
。

答
　

需
要
額
の
増
と
収
入
額
の
減
が

原
因
で
す
。
人
口
の
急
激
な
減
少

と
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
費
目
の
追
加
、
税

収
の
減
が
、
こ
の
要
因
で
あ
る
と
検
証

し
て
い
ま
す
。

問
　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
事
業
費
の

増
額
に
つ
い
て
、
経
路
延
長
に
よ

る
と
の
説
明
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
延
長

さ
れ
る
の
か
。

答
　

北
コ
ー
ス
を
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

路
線
延
長
し
、
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア

ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ
乗
り
入
れ

を
行
い
ま
す
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
実
績

は
。

答
　

令
和
２
年
度
の
実
績
で
、
支
給

決
定
が
88
件
。
支
給
済
額
は
１
千

６
５
４
万
円
で
す
。

問
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

相
談
件
数
は
。

答
　

令
和
２
年
度
の
相
談
件
数
は
２

１
２
件
で
す
。

問
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
運
営
業
務
の
詳

細
は
。

答
　

接
種
で
き
る
人
数
を
増
や
す
た

め
に
人
員
の
増
員
が
必
要
だ
っ
た

た
め
、
応
援
職
員
と
派
遣
職
員
を
増
や

す
た
め
に
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

問
　

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員

会
委
員
報
酬
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答
　

現
在
２
件
の
申
請
が
あ
り
、
今

後
、
市
が
委
員
会
を
開
催
し
、
国

に
報
告
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

◆
請
願
第
３
の
１
号

八
街
市
内
の
通
学
路
に
関
す
る
請
願

　

こ
の
請
願
に
つ
い
て
、
議
員
間
討
議

を
行
い
ま
し
た
。

（
請
願
の
要
約
は
本
ペ
ー
ジ
の
下
段
）

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　

農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
は

今
回
で
何
回
目
か
。

答
　

農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な

改
修
と
し
て
は
今
回
が
初
め
て
で

す
。
過
去
の
改
修
と
し
て
、
平
成
か
ら

令
和
へ
の
改
元
の
際
に
行
っ
て
い
ま

す
。問

　

産
業
ま
つ
り
事
業
費
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
す
る

に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

答
　

国
や
県
か
ら
示
さ
れ
た
感
染
予

防
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
形

で
の
開
催
は
難
し
い
。
感
染
が
収
束
し

な
け
れ
ば
開
催
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

問
　

榎
戸
と
実
住
の
市
営
住
宅
の
解

体
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
残
り
何
棟

ず
つ
に
な
る
の
か
。

答
　

今
回
で
榎
戸
は
す
べ
て
な
く
な

り
、
実
住
は
５
棟
が
残
り
ま
す
。

委員会 
での審査
紙面の都合上、
質疑等一部を�
掲載します。

請願第３－１号　八街市内の通学路に関する請願（※要約）
　６月28日の市内の通学路において児童５名が死傷する交通事故が発生したことを受けて、子どもたちの安全な登下校
を守るために、また二度とこのような痛ましい事故を起こさないためにも市議会で協議していただき、市内の通学路に
関して以下のように要望します。
１�．学校、PTA、地域と連携し通学路の再点検、再評価を行い、グリーンベルト、路側帯など歩車分離ができる道路整備
に対し迅速に対応していただきたい。また既存の白線等が薄く見えづらい箇所についても改めて引き直しなどの対応
をしていただきたい。
２．ゾーン30や大型車の通行に関して注意喚起も含め、車両の規制の実施に向けて前向きに対応していただきたい。
３．ドライバーに対して通学路であることを認識するための看板等を設置していただきたい。
４．各学校において交通安全指導などを行う際の備品購入などを補助していただきたい。
� （※賛成全員により採択）
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委員会での審査



議
案
番
号
等

件　　　名 結　果

各議員の賛否
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 改　革クラブ 新誠会 日　本

共産党
鈴
木　

広
美

木
村　

利
晴

山
口　

孝
弘

林　
　

修
三

小
菅　

耕
二

山
田　

雅
士

小
川　

喜
敬

角　
　

麻
子

木
内　

文
雄

栗
林　

澄
惠

小
向　

繁
展

加
藤　
　

弘

林　
　

政
男

小
澤　

孝
延

桜
田　

秀
雄

新
見　
　

準

小
髙　

良
則

石
井　

孝
昭

丸
山
わ
き
子

京
増　

藤
江

令和３年８月臨時会議案等賛否一覧
市　長　提　出　議　案

議  1 専決処分の承認を求めることについて（非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  2 令和３年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案

発  4 飲酒運転撲滅等と交通安全対策における意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発  5 飲酒運転撲滅等と交通安全対策における意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年９月定例会議案等賛否一覧
市　長　提　出　議　案

議  1 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  2 教育委員会委員の任命について 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  3 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度八街市介護保険特別会計補正予算） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  4 令和３年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  5 令和３年度八街市介護保険特別会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  6 令和３年度八街市下水道事業会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  7 令和３年度八街市水道事業会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  8 令和２年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議  9 令和２年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に�ついて 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議10 令和２年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議11 令和２年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議12 令和２年度八街市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議13 令和２年度八街市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に�ついて
原案可決
及び認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議14 八街市長及び副市長の給与の特例に関する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議15 監査委員の選任について 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ※
除斥 ○ ○ ○

議16 令和３年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請3-1 八街市内の通学路に関する請願 採択 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案

発  6 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財源の充実を求める意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発  7 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号等欄　　議・・議案　　諮・・諮問　　発・・議員発議案　　請・・請願
※鈴木広美議長は採決に加わりません。
各議員の賛否欄　　○・・賛成　　×・・反対　　欠・・欠席
※「除斥」とは…審議の公正を期するため審議事件と一定の利害関係がある議員は審議に参加できません。

意見書を国などに提出しました（一部要約）
 議員発議 　飲酒運転撲滅等と交通安全対策に対する意見書

　本市の市道において下校途中の小学生が飲酒運転のトラックに巻き込まれ、５人が死傷する痛ましい事故が発生いたしました。
八街市議会としても市執行部と力をあわせて、このような交通事故が二度と起きないよう全庁を挙げて取り組む所存ですが、国・県においても
下記の取り組みにご配慮いただきますよう要望いたします。
１　信号機設置及び交通安全対策の予算の確保
２　全小中学校の通学路の時速30キロメートル速度規制
３　運行事業者の各事業所でのアルコール検知及びインターロック導入等法律改正の国への要望
４　交通安全対策予算の財源措置及び交通安全対策補助金の適切な確保（増額要請）
５　歩道の整備や拡幅、横断歩道の補修、ガードレールなど防護柵の設置など交通安全対策の補助や財政支援の強化
６　市内小中学校における送迎スクールバスを運行するための支援
７　通学路における児童の安全を見守る人材の確保に必要な経費に対する財政支援
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令和２年度各会計決算が認定されました
本決算は、９月22日から９月28日に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
９月定例会最終日（10月１日）に委員長報告終了後、認定されました。

令和２年度一般会計決算

歳　入
321億9千万円

※歳入歳出差引額12億1千200万円は、翌年度への繰越や、
　基金に積み立てました。

歳　出
309億7千800万円

市税
75億1千500万円
（23.2％）

その他
2億9千800万円
（0.9％）

地方譲与税
1億7千600万円
（0.5％）

地方消費税交付金
14億3千900万円
（4.5％）地方交付税

38億3千700万円
（12.0％）

分担金及び負担金
8千600万円
（0.3％）

使用料及び手数料
2億4千800万円
（0.8％）

繰入金
9億8千500万円
（3.1％）

繰越金
6億4千300万
（2.0％）

国・県支出金
146億6千万円
（45.5％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
102億4千800万円
（33.1％）

総務費
〔市役所の運営など〕
88億8千400万円
（28.7％）

市債
18億6千700万円
（5.8％）諸収入

4億3千600万円
（1.4％）

議会費
2億400万円
（0.6％）

災害復旧費
〔災害で壊れた
　施設等の復旧などに〕
5千500万円
（0.2％）

衛生費
〔市民の健康維持やごみ処理などに〕
21億9千600万円
（7.1％）

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
12億900万円
（3.9％）

商工費
〔商業の振興などに〕
2億7千500万円
（0.9％）

土木費
〔道路、橋、河川
　の整備などに〕
16億6千万円
（5.3％）

消防費
〔消防防災などに〕
14億2千300万円
（4.6％）

教育費
〔学校教育の充実などに〕
28億1千300万円
（9.1％）

公債費
〔借りている
　お金の返済〕
20億1千100万円
（6.5％）
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財政
指標

区　分 令和２年度 令和元年度 平成30年度
財 政 力 指 数 0.67 0.662 0.66
実質収支比率 7.7％ 3.2％ 4.8%
経常収支比率 95.6% 95.5% 95.5%
公債費負担比率 12.2% 13.0% 13.0%

令和２年度一般会計・特別会計決算
区　分 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 321億9千万円 309億7千800万円
国 民 健 康

保　険 84億4千700万円 82億4千500万円
後期高齢者

医　療 7億100万円 6億9千500万円

介 護 保 険 49億1千500万円 47億8千万円

令和２年度下水道事業会計決算
区　分 決算額

下 水 道 事 業 収 益 8億3千500万円
下 水 道 事 業 費 用 7億2千300万円
資 本 的 収 入 2億1千200万円
資 本 的 支 出 4億7千万円

令和２年度水道事業会計決算
区　分 決算額

水 道 事 業 収 益 12億5千500万円
水 道 事 業 費 用 10億7千900万円
資 本 的 収 入 7千200万円
資 本 的 支 出 3億1千500万円

■財政力指数
　３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
　１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。
■実質収支比率
　�実質収支額の水準を判断するもの。3％から5％が望ま
しいとされる。

■経常収支比率
　�財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比
率が高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考えら
れ、通常は、75％から80％未満が標準とされる。

■公債費負担比率
　�財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償還
金に使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。
一般的には15％が警戒ライン、20％が危険ラインとさ
れている。

令和２年度一般会計決算、討論！令和２年度一般会計決算、討論！（一部要約）（一部要約）

　令和２年度は、児童館建設、18才までの医
療費無料化の実施などの取り組みを高く評価し
ますが、指摘をせざるを得ない点があります。

　地方交付税の法定率を抜本的に引き上げ、地方債依存を早急
に改善するよう国に強く求めることが必要です。次に、マイナ
ンバーカードは国が一元管理する危険性とともに、情報流出を
防ぐ保障がなく、利用拡大は市民の理解は得られません。次に
水問題では、今ある県水の余剰水の活用と暫定井戸の存続で、
低廉な価格で提供する取り組みを求めます。次に、国土強靭化
地域計画の見直しでは震度６強を表記しましたが、６弱と６強
の被害差がなく、最大の災害に備える取り組みが早急に求めら
れます。次に、高規格のカーブミラー設置でより安全性を確保
することを求めます。次に、高齢者施策で誰もが安い料金で、
玄関先から利用できる乗合タクシーの一日も早い実現を求めま
す。次に、住宅リフォーム助成制度は地域経済活性化への大き
な役割りを果すため100%の執行を求めます。次に、計画的に低
廉・低層の高齢者向け住宅で、安心して暮らせる環境整備は喫
緊の課題です。次に、教員の休職に対し代替えの講師の未配置
は、県に対し教員の増員を求め、市独自での配置、また働き方
の改善に取り組むことは喫緊の課題です。次に、給食費を未納・
滞納せざるを得ない児童生徒の心理的負担の解消するため、就
学援助制度の拡充・支援対策を強化することが必要です。次に、
徴収事務は必死で支払いをしている実態を無視し、滞納者の財
産を捜索する強権的なやり方は改善すべきです。最後に、15億
円を超す不用額を出しています。事業がある程度確定した後、
速やかに減額補正をし、市民要望に応えた市政運営、財源の有
効活用をすべきです。「市民の命と暮らしを守ることを第一の八
街市」にしていくことを求め反対討論とします。

　歳入では、経済活動の停滞化により税収の確
保が懸念され、歳出ではポストコロナに対応し
た事業費の増加が予想されます。こうした中、

新型コロナウイルス感染症対策に数多くの事業を実施していま
す。経営がひっ迫している中小企業者等に対して、１事業者に
10万円を支給した「中小企業元気アップ支援事業」は、経営の
回復に向けた一助となったものと評価します。子育て世代には、
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、児童手当を受給し
ている世帯への「子育て世帯への臨時特別給付金給付事業」など、
経済的負担を軽減させた施策は一定の成果がありました。また、
高校生等までの医療費助成で、安心して育てることのできる環
境はとても有意義な施策だと感じています。教育においては、
いち早く児童・生徒に一人１台のタブレット端末を配置させた
ことは、学習環境改善の大きなツールと捉え、国や本市を支え
る人材育成を加速度的に進めることができます。災害対策では、
発電機や防災用LED投光器の購入だけでなく、感染症対策に必
要なパーティションや防護服などの購入、及び新たに市内３か
所に防災備蓄倉庫を設置するなど、非常時における防災対策を
行い、また、多くの団体や事業所と災害発生時の応急対策や活
動協力に関する協定を締結しています。児童館の建設や老人福
祉センターの改修の完了により、地域の拠点としてその役割が
大きくなるものと期待しています。令和２年度から八街市総合
計画2015後期基本計画、併せて第２次八街市まち・ひと・しご
と創生総合戦略がスタートしました。コロナ禍においては難し
いところがあるかと思われますが、計画の実現に向けて、人口
減少社会への対応を図りながら、着実な取り組みを望みます。
　今後も、財政健全化の確保と様々な問題を抱え、先行きの見
えない厳しい難局に対し、ここは経験豊かな北村市長が手腕を
発揮され、乗り越えてくれることを期待し、賛成討論とします。

反対討論 賛成討論
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通
学
路
の
安
全
点
検

問問
　

６
月
28
日
の
下
校
時
の
児
童
の

死
傷
者
を
出
し
た
重
大
な
事
故
を

受
け
、
通
学
路
の
緊
急
一
斉
点
検
を
実

施
し
た
結
果
は
。

答答
　
「
命
に
関
わ
る
危
険
箇
所
」
と

し
て
、
市
内
８
校
で
全
１
６
０
か

所
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
４
日
間
に
わ

た
り
、
学
校
、
佐
倉
警
察
署
、
千
葉
県
、

市
の
担
当
課
、
教
育
委
員
会
が
現
場
を

点
検
し
、
対
応
策
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

短
期
に
対
応
で
き
る
箇
所
が
１
０
７
か

所
、
時
間
を
要
す
る
箇
所
が
43
か
所
、

通
学
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
箇
所

が
10
か
所
で
し
た
。
短
期
で
対
応
で
き

る
箇
所
は
順
次
対
応
を
進
め
ま
す
。

問問
　

調
査
後
の
新
た
な
報
告
箇
所

は
。
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
の
対
応

は
。

答答
　

調
査
終
了
後
も
区
長
や
地
域
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
路

以
外
の
要
望
も
あ
る
た
め
、
内
容
を
精

査
し
、
対
応
し
ま
す
。

朝
陽
小
付
近
の
残
土
問
題

問問
　

数
年
前
か
ら
朝
陽
小
学
校
付
近

に
残
土
の
山
が
見
受
け
ら
れ
る
。

大
雨
に
よ
る
崩
落
な
ど
の
事
故
が
起
こ

る
前
に
対
処
す
べ
き
で
は
。

答答
　

平
成
28
年
１
月
に
無
許
可
で
の

堆
積
を
確
認
し
て
以
降
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
、
行
為
者
及
び
土
地
所
有

者
へ
の
指
導
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
行
為
者
か
ら
撤
去
す
る
旨

の
文
書
の
提
出
と
一
部
の
撤
去
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
一
部
分
の
み
の
撤
去
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
も
、
口

頭
及
び
文
書
に
よ
り
撤
去
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
へ
の
支
援

問問
　

妊
産
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
は
。

答答
　

８
月
27
日
か
ら
妊
婦
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
へ
の
優
先
接
種

の
予
約
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
部
医
療

機
関
と
中
央
公
民
館
で
は
優
先
予
約
枠

を
設
け
て
い
ま
す
。

問問
　

保
健
所
の
対
応
が
変
化
し
て
い

る
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答答
　

感
染
者
の
急
増
に
よ
り
、
保
健

所
は
患
者
の
入
院
調
整
、
健
康
観

察
に
業
務
の
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
者
の
報
道
発
表
の
内
容
の

見
直
し
に
よ
り
、
職
業
、
推
定
感
染
経

路
や
ク
ラ
ス
タ
ー
と
の
関
連
の
事
項
が

省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問問
　

感
染
者
の
低
年
齢
化
へ
の
対

策
・
対
応
は
。

答答
　

イ
ラ
ス
ト
付
き
の
手
書
き
の
説

明
書
な
ど
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
、
消
毒
な
ど
基
本
的
な
感

染
対
策
の
徹
底
の
お
願
い
と
、
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

代 表 　
　 質 問
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
街
に

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
街
に

や
ち
ま
た
21 

加
藤　
弘

▲グリーンベルトが敷設されている
市内の通学路　　　　　　　　

市 政 を 問 う !市 政 を 問 う !
　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
　９月定例会の一般質問は、９月３日（金）、７日（火）、８（水）の３日間に11名の議員が質問し　９月定例会の一般質問は、９月３日（金）、７日（火）、８（水）の３日間に11名の議員が質問し
ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）
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農
地
利
用
の
状
況

問問
　

八
街
市
の
営
農
型
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
状
況
は
。

答答
　

令
和
２
年
度
末
現
在
で
１
２
２

件
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
下
部
で
の
営

農
面
積
は
約
12
・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

問問
　

営
農
型
太
陽
光
発
電
で
主
に
栽

培
さ
れ
て
い
る
作
物
や
品
目
は
。

答答
　

サ
カ
キ
、
シ
キ
ミ
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
フ
キ
が
主
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

問問
　

農
地
所
有
適
格
化
法
人
の
事
業

要
件
の
変
更
に
つ
い
て
は
。

答答
　

農
地
法
第
２
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
主
た
る
事
業
が
農

業
と
関
連
事
業
、
そ
れ
に
関
連
す
る
農

産
物
の
加
工
販
売
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
４
月
１
日
に
改
正
さ
れ
、
営

農
型
太
陽
光
発
電
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
事
業

の
３
事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

農
業
振
興
の
状
況

問問
　

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
・
強
化
の
取
組
は
。

答答
　

本
市
で
は
、
鹿
島
川
上
流
地
域

の
水
田
で
、
用
草
、
大
谷
流
、
小

谷
流
、
勢
田
、
岡
田
、
根
古
谷
の
農
家

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
鹿
島
川
上
流
地

区
地
域
資
源
保
全
会
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

法
面
の
補
修
や
草
刈
り
、
水
路
の
泥

上
げ
、台
風
の
大
雨
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

災
害
被
害
に
よ
る
環
境
整
備
な
ど
、
地

域
の
共
同
活
動
に
よ
り
地
域
資
源
の
適

切
な
保
全
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問問
　

今
後
、
榎
戸
地
先
な
ど
を
広
域

に
区
画
整
理
し
、
水
田
の
適
正
な

確
保
と
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上
に
資

す
る
地
域
を
指
定
し
て
整
備
促
進
を
図

る
考
え
は
。

答答
　

高
崎
川
上
流
で
あ
る
榎
戸
地
域

に
は
土
地
改
良
区
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
事
業
の
普
及

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問問
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
状
況
は
。

答答
　

被
害
面
積
で
は
平
成
30
年
度
が

32
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
元
年
度
が

77
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
２
年
度
が
44
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
被
害
金
額
で
は
、
平

成
30
年
度
が
１
８
５
万
円
、
令
和
元
年

度
が
３
６
１
万
円
、
令
和
２
年
度
が
２

２
４
万
円
で
す
。

　

猟
友
会
に
よ
る
カ
ラ
ス
の
捕
獲
実
績

は
、
平
成
30
年
度
が
１
１
３
羽
、
令
和

元
年
度
が
99
羽
、
令
和
２
年
度
が
98
羽

で
す
。

　

箱
わ
な
に
よ
る
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
実
績
は
、
平

成
30
年
度
が
30
頭
、
令
和
元
年
度
が
65

頭
、
令
和
２
年
度
が
66
頭
、
今
年
度
は

８
月
末
時
点
で
71
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま

す
。

問問
　

被
害
軽
減
に
向
け
て
、
早
期
の

八
街
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

の
設
置
と
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
有
効
な

電
気
柵
の
補
助
制
度
の
創
設
は
。

答答
　

農
作
物
被
害
の
防
止
策
と
し
て

電
気
柵
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て

い
ま
す
。
補
助
金
の
受
け
皿
に
な
る
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
の
設
立
を
進
め
て

い
ま
す
。

問問
　
「
八
街
市
落
花
生
の
普
及
促
進

に
関
す
る
条
例
」
制
定
後
の
市
の

取
組
と
農
家
の
皆
さ
ま
に
経
済
的
に
有

益
な
今
後
の
普
及
促
進
は
。

答答
　

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
機

械
の
導
入
を
支
援
し
、
作
付
け
面

積
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
街
産
落
花
生
の
品
質
を
維
持
す
る
た

め
、
落
花
生
の
原
種
を
生
産
し
て
い
る

団
体
へ
の
支
援
、
定
期
的
な
種
子
更
新

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

八
街
産
落
花
生
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か

し
、
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
に
努
め
、
生

産
者
の
皆
さ
ま
の
生
産
意
欲
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

代 表 　
　 質 問
有
害
鳥
獣
対
策
と
落
花
生
の
普
及

有
害
鳥
獣
対
策
と
落
花
生
の
普
及

新
誠
会
 
石
井　
孝
昭

▲スイカを食べているアライグマ
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市
道
の
安
全
対
策

問問
　

市
道
住
野
21
号
線
は
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
が
、
一
部
整
備
が
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
市
道

も
通
学
路
と
し
て
危
険
な
状
態
に
あ

る
。
市
の
対
応
は
。

答答
　

雨
天
時
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
隣
地

地
権
者
と
の
協
議
・
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
道
路
境
界
の
確
定
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

県
道
77
号
線
の
歩
道
整
備

問問
　

県
道
77
号
線
の
途
中
で
歩
道
が

切
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
危
険
な
状
態

に
あ
る
。　

ま
た
、ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
入
り
口
付
近
ま
で
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
。
市
の
対
応
は
。

答答
　

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
歩
道
の
整
備
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
印
旛
土
木
事
務

所
に
早
期
実
現
に
向
け
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

通
学
時
の 

�

ふ
れ
あ
い
バ
ス
無
料
化

問問
　

全
学
区
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
利

用
を
促
進
す
る
上
で
通
学
時
の
無
料
化

が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
対
応
は
。

答答
　

児
童
の
中
に
は
、
民
間
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
登
下
校
し
て
い
る

児
童
も
い
る
こ
と
か
ら
、
費
用
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
料
金
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
現

行
の
料
金
で
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
撲
滅
！

問問
　

市
内
の
企
業
へ
の
飲
酒
運
転
禁

止
の
啓
発
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

況
は
。

答答
　

今
回
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
を
受
け
、
７
月
９
日
に
、
市

内
の
１
千
４
５
０
事
業
者
を
対
象
に
、

飲
酒
運
転
根
絶
及
び
安
全
運
転
と
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
を
お
願
い
す
る
文
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

問問
　

市
役
所
職
員
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
は
。

答答
　

公
務
で
運
転
す
る
前
に
所
属
長

が
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
使
用
し

て
呼
気
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
免
許

証
の
確
認
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

空
き
地
対
策

問問
　

空
き
地
対
策
に
は
、
相
続
等
を

円
滑
に
す
る
た
め
の
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答答
　

納
税
義
務
者
に
対
し
て
、
相
続

登
記
の
義
務
化
や
所
有
者
不
明
土

地
管
理
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
周

知
し
、
円
滑
な
相
続
等
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問
　

八
街
市
に
は
所
有
者
不
明
の
土

地
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答答
　

筆
数
に
す
る
と
１
１
９
筆
、
面

積
で
約
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問問
　

所
有
者
不
明
土
地
措
置
法
が
令

和
元
年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
公
共

事
業
等
に
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。
所

有
者
不
明
の
土
地
を
有
効
活
用
す
る
な

ど
の
考
え
は
。

答答
　

関
係
各
課
と
情
報
を
共
有
し
、

土
地
所
有
者
不
明
の
土
地
の
有
効

活
用
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

代 表 　
　 質 問
通
学
路
の
安
全
対
策
を
！

通
学
路
の
安
全
対
策
を
！

公
明
党
 
木
内　
文
雄

▲アルコール検知器

参　考
東京ドーム１個分が、
約４万７千平方メー
トルです。
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通
学
路
安
全
対
策

問問
　

大
変
つ
ら
く
悲
し
い
事
故
が
あ

り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
早
急
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち

の
命
と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
通
学
路

安
全
対
策
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備

計
画
は
。

答答
　

交
通
事
故
が
起
き
た
市
道
１
０

２
号
線
は
、
外
側
線
や
横
断
歩
道

が
引
か
れ
、
置
き
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
及
び

狭
窄
、
ハ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
整
備
計
画
と
し
て
、
短
期
で
対

応
で
き
る
１
０
７
か
所
に
順
次
対
応
を

進
め
ま
す
。今
後
も
連
携
を
し
な
が
ら
、

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
対
応
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
、
通
学
路
の
安
全
対

策
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

問問
　

財
源
の
確
保
は
。

答答
　

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い

る
ほ
か
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
地
方
債
を
活
用
し
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問問
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
、
整
備

し
て
い
く
考
え
は
。

答答
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
中
に

交
通
安
全
対
策
事
業
を
設
け
て
い

ま
す
。
現
在
、
４
件
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

問問
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を
含

め
、
そ
の
後
の
動
向
や
進
捗
状
況

は
。

答答
　

朝
陽
小
学
校
と
二
州
小
学
校
の

２
校
を
調
査
検
証
校
と
し
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
効
果
や
可
能
性
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ

か
の
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
国
の
動
向
も
注
視

し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

問問
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
拡
大
と
新
た

な
形
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
等
を
含

め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
計
画
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
。

答答
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
、
ふ
れ

あ
い
バ
ス
、路
線
バ
ス
等
々
、様
々

な
形
を
使
っ
た
安
全
な
登
下
校
の
方
法

が
な
い
か
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
歩

道
の
整
備
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
印
旛
土
木
事
務
所
に
早
期
実
現
に

向
け
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問問
　

こ
れ
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

は
。

答答
　

今
回
、
本
市
で
取
り
組
む
通
学

路
の
安
全
確
保
の
手
段
と
し
て
、

ま
た
事
故
後
の
心
理
的
ケ
ア
と
し
て
運

行
さ
せ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
全
国
で

も
例
の
な
い
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
市
と
し
て
も
、
こ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
す
る
中
で
生
じ
る
課
題
や

効
果
等
々
を
し
っ
か
り
検
証
し
な
が

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
慎
重
に
検

討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◆
防
災
力
の
強
化

【
関
連
質
問
】
山
田
雅
士
議
員

問問
　

交
通
安
全
教
室
の
内
容
は
。

答答
　

佐
倉
警
察
署
か
ら
の
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
の
指
導
や
、
今
回
新

た
な
取
組
と
し
て
、
地
区
児
童
会
で
危

険
箇
所
の
確
認
を
し
、
安
全
な
道
路
の

歩
き
方
、
渡
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

代 表 　
　 質 問
命
を
守
る
対
策
を
！

命
を
守
る
対
策
を
！誠

和
会
 
山
口　
孝
弘

▲二州小学校に導入されたスクールバス

▲設置されたハンプ等
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ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

問問
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

は
。

答答
　

８
月
30
日
現
在
、
市
民
の
接
種

は
１
回
目
54
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、

２
回
目
42
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

保
育
士
や
教
員
等
の
接
種
は
、
市
内
医

療
機
関
の
協
力
と
職
域
接
種
に
よ
り
、

全
体
で
72
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
保
育
士

等
の
状
況
は
、
私
立
を
含
め
た
全
体
で

91
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

問問
　

今
後
、
若
い
世
代
の
接
種
率
を

高
め
る
た
め
の
検
討
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答答
　

は
が
き
で
接
種
予
約
の
開
始
を

お
知
ら
せ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。自

宅
療
養
者
の
支
援

問問
　

直
近
の
入
院
、
宿
泊
療
養
、
自

宅
療
養
者
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

答答
　

９
月
２
日
現
在
、
入
院
６
人
、

宿
泊
療
養
１
人
、
自
宅
療
養
１
２

８
人
、
調
整
中
28
人
で
す
。

問問
　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
宅
療
養
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
自
宅
療
養
中

の
急
変
、
重
症
化
、
死
亡
と
い
う
事
態

が
県
内
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
自
宅

療
養
の
不
安
の
解
消
や
、
家
族
感
染
の

抑
制
の
た
め
に
、
隔
離
と
治
療
に
専
念

で
き
る
施
設
が
必
要
だ
が
、
市
長
の
考

え
は
。

答答
　

知
事
に
対
し
て
、
印
旛
郡
市
７

市
２
町
・
県
市
長
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
要
望
を
し
ま
す
。

問問
　

自
宅
療
養
者
へ
の
食
糧
支
援
が

届
く
ま
で
に
一
週
間
以
上
か
か
っ

て
お
り
、
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
が
。

答答
　

一
刻
も
早
く
療
養
者
に
食
料
品

を
お
届
け
し
、
か
つ
、
保
健
所
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
策
を
関
係

機
関
と
連
携
し
、
立
て
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
状
況

問問
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
外
の
12
歳

以
下
の
子
ど
も
の
感
染
が
増
加
し

て
い
る
。
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
求
め
る
が
。

答答
　

八
街
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
検
査
実
施
に
関
す

る
指
針
に
基
づ
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問問
　

市
が
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
段
階
で

の
検
査
で
あ
る
。
感
染
者
数
の
３
割
を

占
め
る
無
症
状
者
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
の
検
査
を
求
め
る
が
。

答答
　

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
引
き
続

き
マ
ス
ク
の
着
用
、
あ
る
い
は
密

の
回
避
、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
、
手

指
消
毒
と
い
っ
た
基
本
的
な
感
染
症
対

策
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
対
策

問問
　

中
小
企
業
等
新
し
い
生
活
様
式

応
援
事
業
補
助
金
制
度
が
発
足
し

た
が
、
活
用
が
全
体
的
に
低
迷
し
て
お

り
、
新
た
な
支
援
事
業
へ
の
転
換
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

答答
　

現
状
の
感
染
拡
大
が
及
ぼ
す
経

済
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
新
た
な

支
援
策
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

問問
　

ど
の
よ
う
な
支
援
策
か
。

答答
　

昨
年
に
実
施
し
た
中
小
企
業
元

気
ア
ッ
プ
給
付
金
と
同
様
の
支
援

金
の
支
給
を
検
討
し
て
お
り
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

代 表 　
　 質 問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
強
化
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
強
化
を

日
本
共
産
党
 
丸
山　
わ
き
子
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冠
水
対
策
は

問問
　

実
住
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇

の
造
成
地
の
面
積
及
び
雨
水
流
出

量
は
。

答答
　

面
積
は
、
４
千
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
雨
水
貯
留
に
つ
い

て
は
宅
地
内
処
理
で
す
。

問問
　

各
地
で
災
害
が
多
発
し
て
い
る

が
、
規
制
等
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
意
見
が
出
て
い
る
の
か
。

答答
　

気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
の
激
甚

化
等
を
踏
ま
え
、
排
水
機
場
や
排

水
ポ
ン
プ
等
の
増
強
、排
水
処
理
対
処
、

内
水
浸
水
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
国

が
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
、
国
土
強

靱
化
、
防
災
・
減
災
対
策
等
の
充
実
と

強
化
す
る
こ
と
を
全
国
市
長
会
、
千
葉

県
市
長
会
で
決

議
し
、
要
望
し

て
い
ま
す
。

便
利
な
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に

問問
　

前
回
の
改
正
時
に
、
バ
ス
路
線

か
ら
外
さ
れ
た
地
域
の
住
民
の

方
々
か
ら
の
「
バ
ス
が
な
け
れ
ば
生
活

で
き
な
い
。
週
に
２
、
３
回
で
も
い
い

か
ら
走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

に
対
し
、
次
回
の
見
直
し
の
際
に
は
検

討
し
た
い
と
担
当
課
は
答
弁
し
た
が
、

今
回
の
見
直
し
で
ど
の
よ
う
に
検
討
し

た
の
か
。

答答
　

接
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
交
通
、
八
街
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
連

携
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆�

高
齢
期
を
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め

に
、
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
の
創

設

外
国
人
と
の
共
存
・
共
生

問問
　

外
国
人
居
住
者
へ
の
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
の
周
知
は
。

答答
　

ゴ
ミ
の
分
別
方
法
や
、
ゴ
ミ
出

し
日
な
ど
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
外
国
の
方
々
も
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
言
語
に

応
じ
た
表
示
板

な
ど
を
随
時
作

成
し
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

問問
　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃

は
、
地
域
の
人
た
ち
が
交
代
で

行
っ
て
い
る
。
外
国
人
居
住
者
に
対
す

る
清
掃
活
動
へ
の
参
加
の
周
知
は
。

答答
　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
活

動
は
、
利
用
す
る
皆
さ
ま
に
行
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
外
国
人
か
否
か
を

問
わ
ず
、
市
で
は
、
清
掃
当
番
な
ど
の

決
ま
り
事
や
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

問問
　

住
人
と
外
国
人
居
住
者
と
の
共

存
、
共
生
の
秘
訣
は
。

答答
　

言
葉
の
壁
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
本
市
も
９
月
以
降
、
八
街
市
国
際

交
流
協
会
と
共
同
で
外
国
人
の
方
々
に

対
す
る
日
本
語
教
室
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

空
き
地
・
空
き
家
対
策

問問
　

空
き
地
や
空
き
家
の
草
木
が
繁

茂
し
、
危
険
で
あ
る
。
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
管
理
を
し
て
い
る
の

か
。

答答
　

八
街
市
空
き
地
の
管
理
の
適
正

化
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
雑

草
や
低
木
が
繁
茂
し
、
付
近
に
害
を
及

ぼ
し
た
り
、火
災
の
原
因
に
な
る
場
合
、

空
き
地
の
所
有
者
に
対
し
て
文
書
に
よ

り
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
指
導
や
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個 人 　
　 質 問
住
み
よ
い
街
づ
く
り

住
み
よ
い
街
づ
く
り誠

和
会
 
木
村　
利
晴

個 人 　
　 質 問
気
候
危
機
に
備
え
を

気
候
危
機
に
備
え
を

日
本
共
産
党
 
京
増　
藤
江
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高
齢
者
福
祉

問問
　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
求
め
る

が
。

答答
　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
在
宅

有
償
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
友
愛
訪
問
や
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
開
催
な
ど
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
地
区
社
協
が
実
施
す
る
様
々

な
取
組
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
で
の
授
業

問問
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
が
一
人
一

台
端
末
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
支

給
さ
れ
た
。
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
材
に

よ
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
授
業
状
況
は
。

答答
　

各
学
校
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
っ
て
、
一
人
一
台
端

「
植
草
・
里
見
賞
」
の
創
設

問問
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
参
加
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
第
二

代
会
長
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
）。
八
街

市
出
身
者
の
初
の
オ
リ
・
パ
ラ
出
場
を

記
念
し
「
植
草
・
里
見
賞
」
の
創
設
は
。

答答
　

植
草
歩
選
手
、
里
見
紗
李
奈
選

手
の
栄
誉
と
功
績
を
讃
え
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な

表
彰
規
定
の
創
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

道
路
行
政

問問
　

国
道
４
０
９
号
と
八
街
バ
イ
パ

ス
の
交
差
点
信
号
機
に
愛
称
名
の

設
置
を
。

答答
　

印
旛
土
木
事
務
所
と
調
整
し
ま

す
。

問問
　

市
道
六
区
19
号
線
に
自
動
車
待

機
所
の
設
置
を
。

答答
　

地
元
区
と
協
議
し
、
土
地
所
有

者
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

末
を
活
用
し
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
同
時
双

方
向
型
の
学
級
活
動
を
体
験
し
た
り
、

自
宅
に
端
末
を
持
ち
帰
り
、
デ
ジ
タ
ル

教
材
で
学
習
を
行
う
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
び
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
今
後
も
学
び
の
保
障
の

た
め
に
議
論
を

重
ね
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求

め
ら
れ
る
資
質
、

能
力
の
育
成
に

努
め
て
い
き
ま

す
。そ

の
他
の
質
問

◆�

避
難
所
の
整
備
、
発
熱
時
の
対
応
、

空
気
清
浄
機
の
設
置

◆
車
中
泊
対
応
は

◆
避
難
誘
導
の
強
化

問問
　

市
道
二
区
21
号
線
（
高
木
団
地

内
）
は
、八
街
バ
イ
パ
ス
開
通
後
、

ぬ
け
道
と
し
て
交
通
量
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
安
全
対
策
は
。

答答
　

通
り
抜
け
を
抑
制
し
安
全
確
保

の
た
め
、
看
板
や
路
面
標
識
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

問問
　

過
去
３
回
も
車
に
突
っ
込
ま
れ

た
角
地
の
住
宅
も
あ
る
。
安
全
対

策
は
。

答答
　

現
地
確
認
し
た
上
で
、
対
応
し

ま
す
。

問問
　

市
道
大
東
11
号
線
側
溝
の
り
面

を
か
さ
上
げ
し
、
蓋
を
し
て
は
。

答答
　

ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検
討

し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆�

住
民
投
票
条
例
・
空
き
家
対
策
条

例
・
口
利
き
記
録
制
度
の
創
設

◆
市
道
住
野
16
号
線
の
歩
道
整
備

◆�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を
国
策
と
す

る
た
め
の
閣
議
決
定

個 人 　
　 質 問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者
福
祉
と
教
育

コ
ロ
ナ
禍
で
の
高
齢
者
福
祉
と
教
育

新
誠
会
 
小
髙　
良
則

個 人 　
　 質 問
「
植
草
・
里
見
賞
」
の
創
設
を

「
植
草
・
里
見
賞
」
の
創
設
を

改
革
ク
ラ
ブ
 
桜
田　
秀
雄
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通
学
路
整
備
の
進
捗

問問
　

昨
年
、
通
学
路
の
危
険
な
箇
所

を
整
備
す
る
質
問
を
し
た
が
、
そ

の
後
の
安
全
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

答答
　

国
道
４
０
９
号
沿
い
の
通
学
路

の
安
全
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

問問
　

通
学
路
の
見
守
り
隊
が
い
な
い

箇
所
が
あ
る
。
押
し
ボ
タ
ン
式
信

号
機
の
設
置
の
進
捗
は
。

答答
　

各
学
区
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、

公
安
委
員
会
に
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
横
断
歩
道
あ
り
」

の
路
面
標
識
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

問問
　

未
舗
装
や
劣
化
し
た
通
学
路
の

舗
装
補
修
の
進
捗
は
。

答答
　

舗
装
整
備
を
行
い
、
歩
行
空
間

を
広
く
し
、
児
童
が
安
全
に
通
行

で
き
る
通
学
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

問問
　

六
区
１
号
線
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
拡
張
は
。

答答
　

隣
接
地
権
者
の
確
認
を
し
、
舗

装
が
可
能
で
あ
れ
ば
舗
装
の
上
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置
し
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

問問
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
は
。

答答
　

月
に
一
回
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
や
、

心
に
悩
み
を
持
つ
方
が
自
由
に
集
ま
り

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
ス

ペ
ー
ス
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
種
相
談
窓
口
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
冊

子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問問
　

ス
ト
レ
ス
度
を
自
己
判
断
で
き

る
シ
ス
テ
ム「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

の
導
入
は
。

答答
　

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
取
組

状
況
を
調
査
、
研
究
し
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応

問問
　

教
職
員
研
修
の
現
状
は
。

答答
　

講
演
や
動
画
を
活
用
し
た
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
新
聞
記
事
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
情
報
を
共
有
し
、
意
見

問問
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
、
朝
陽

小
学
校
と
二
州
小
学
校
の
２
校
だ

け
な
の
か
。

答答
　

そ
の
２
校
の
検
証
を
基
に
検
討

し
ま
す
。

問問
　

中
学
校
の
通
学
は
遠
距
離
の
た

め
、
暗
く
な
る
と
女
子
は
犯
罪
に

あ
う
可
能
性
も
あ
る
。
中
学
校
に
も
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
す
る
と
１
校
あ
た

り
の
予
算
は
。

答答
　

経
費
は
、
１
台
あ
た
り
年
間
約

１
千
万
円
で
す
。

問問
　

お
金
が
足
り
な
い
な
ら
借
金
し

て
で
も
子
ど
も
の
命
を
守
る
べ

き
。
中
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
を
。

答答
　

交
通
安
全
対
策
や
安
全
確
保
を

目
的
と
し
た
補
助
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

国
や
県
に
要
望
し
ま
す
。

交
換
の
機
会
を
設
け
、
人
権
感
覚
や
人

権
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

制
服
選
択
制
は

問問
　

中
学
、
高
校
で
制
服
の
自
由
選

択
制
を
導
入
す
る
学
校
が
全
国
的

に
増
え
て
い
る
が
、
生
徒
、
保
護
者
か

ら
の
要
望
等
は
。

答答
　

本
市
中
学
校
長
会
で
は
今
後
の

制
服
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
ま

す
が
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
は

挙
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問問
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
徒

や
保
護
者
の
声
を
聴
い
て
は
。

答答
　

制
服
選
択
制
に
は
長
い
期
間
が

必
要
で
す
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
継
続
的
に
行
い
、
生
徒
や
保
護

者
の
意
見
を
聞
き
、
中
学
校
長
会
へ
呼

び
か
け
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
対
応

個 人 　
　 質 問
「
通
学
路
整
備
」
を
再
び
問
う

「
通
学
路
整
備
」
を
再
び
問
う

改
革
ク
ラ
ブ
 
新
見　
準

個 人 　
　 質 問
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り公

明
党
 
角　
麻
子
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「ぼっち」の買い物代行サービス「ぼっち」の買い物代行サービス
　この事業は、八街市・八街商工会議所（当初５年間は千葉県からの補助金もあり）か
らの補助金を利用して、八街駅南口商店街振興組合が運営する「買い物代行サービス」
を平成26年度より行っており、八街駅南口階段下の「八街市推奨の店　ぼっち」が運
営しています。
　当初は、八街駅周辺の商店のみを対象としていましたが、現在はお客さんのご要望に
よりスーパーでの買い物の代行サービスが主となっています。独居世帯・病気やケガな
どが理由で買い物に出られない方を中心に好評を得ております。特に、交通の便の悪い
八街市南部の方のご利用が多いです。また、南部地域包括支援センターの方からのご紹
介件数も多くご利用されています。
　ご利用の場合は、前日までに買い物の商品を電話またはファックスにて注文頂き、翌
日午前中に買い物、14時から17時に配達しております。利用料は、配達あたり150円
とお買い物金額の10パーセントをお届け時にお支払いして頂いています。土曜日・日
曜日が休業となっています。
　本来は、スーパーの商品などを積んだ「移
動販売」がお客さんの要望が多いかと思いま
すが、スーパーにある商品を選んで配達して
もらえるサービスでも満足頂いています。
　ご利用の際は、ご来店なされずとも電話に
て登録（TEL 444-6007）できますので、買
い物でお困りの方は遠慮なくお問い合わせく
ださい。

　TOKYO2020オリンピック＆パラリンピックが開
催され、本市でも感動が沸き起こりました。
　コロナ禍の中、まだまだ不安は残り、蓄積された
課題が多くありますが、次なる社会へ大きく踏み出
すために、八街市議会は市民に寄り添いながら、安
心と希望を持てる八街市の構築に全力で取り組んで
まいります。
　９月定例会を終え、八街市議会は議会運営委員会
と３常任委員会、２特別委員会が新たな体制でスター
トしました。今後も市民の皆様に開かれた議会と親
しまれる市議会だよりの発行に向け、更なる研鑽と
研究に邁進してまいります。
　どうぞ、お気軽にご感想やご意見をお寄せください。
� （広聴広報特別委員会委員長　栗林　澄惠）

編 集 後 記次回12月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

11/28 29 30�
本会議 
定例会開会

12/1 2 3�
本会議 
一般質問

4

5 6 7�
本会議 
一般質問

8�
本会議 
一般質問

9 10�
本会議 
議案質疑

11

12 13�
委員会 
総務

14�
委員会 
文教福祉

15�
委員会 
経済建設

16 17 18

19 20 21�
本会議 
定例会閉会

22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1/1

○会議開会予定時刻○
※本会議・委員会…午前10時
※ ：パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。
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